
 

岩手県高齢者総合支援センターだより

令和3年3月22日 vol.81

公益財団法人いきいき岩手支援財団

TEL019-625-7490 FAX019-625-7494

こんにちは、岩手県高齢者総合支援センターです。

現在も、新型コロナウイルス感染予防対策が続いていますが、季節は、春になり

木々の新芽の緑が生き生きと眩いばかりに輝く時期になりました。

暖かく穏やかな、心地よい春が感じられますね。

vol.81は、3月に実施された研修・セミナーなどの報告を中心にお届けいたします。

令和2年度岩手県認知症セミナー
令和3年3月3日(水)

盛岡劇場メインホールで開催しました。

基調講演

演 題：「地域で共に生きるとは～認知症を正しく理解する～」

講 師：医療法人館 こんの神経内科・脳神経外科クリニック 院長 紺野 敏昭 氏

認知症に関する基礎知識、医学的知見、生きがいを持つことの大切さについて、ユーモアを交えて講演い
ただきました。治療と介護の最終目標は、「家族の中での役割を持つこと」、「地域社会との繋がりを感じ

ること」など人としての幸せを見つけることを手伝い、暮らしの質を向上させることにあると話していただ

きました。最後に、高齢者や認知症の方の居場所をつくること、理解と支援を広げていくことの必要性を参

加者に伝えていただきました。

対 談
テ ー マ：「地域で安心して暮らすためには～ダブルケアと認知症ケアを考える～」

話題提供者：認知症の人と家族の会岩手県支部 代表 内出 幸美 氏

話題提供者：岩手奥州ダブルケアの会 代表 八幡 初恵 氏

コーディネーター：医療法人館 こんの神経内科・脳神経外科クリニック 院長 紺野 敏昭 氏

対談では、ダブルケアというまだなじみのない言葉をわかりやすく説明いただき、ダブルケアで悩んでい

る方の相談窓口やダブルケアラーが集い、情報交換や悩みを吐き出すことができるダブルケアカフェの紹介
をしていただきました。対談の中で、「子育て」、「介護」のように分野をわけるのではなく、「ヒューマ

ンケア」として、地域住民や行政が意識することで、本当の意味での地域共生社会を作ることができ、地域

で安心して暮らせることを伝えていただきました。



 

令和2年度岩手県地域包括ケア研修会
令和3年3月4日(木)

ホテルニューカリーナ2階アイリスを会場にオンライン受講(ZOOM)にて開催しました。

研修内容：午前：自立支援型ケアマネジメント

午後：自立支援型地域ケア会議

講 師：ケアタウン総合研究所 代表 高室 成幸 氏

福祉用具・介護ロボットについてお気軽に

お問い合わせください。お一人でもグループ

や団体でも見学・体験できます。

(公財)いきいき岩手支援財団

岩手県高齢者総合支援センター

〒020-0015盛岡市本町通3丁目19-1
岩手県福祉総合相談センター3階

電話：019-625-7490
FAX：019-625-7494

時間：平日9時から17時

3月 新しい展示品

①薬包をクルクル束ねて

②お薬束に充填

③引っ張るだけ

お知らせ

介護ロボットプラットフォーム

事業のチラシができました。

3月1日、盛岡市医師会附属盛岡高等看護学院

1学年21名の生徒さんが、福祉用具などの理解

を深めるために、高齢者疑似体験と福祉用具見
学会を行いました。

福祉用具見学の様子

高齢者疑似体験の様子

高齢者疑似体験の感想

○足や腕などあらゆる所が重く動かしにくくて、少しの動作で疲れると

感じた。紙をつかめない、目が見えない、耳が聴こえにくくて外の状況

が分かりにくく不安になった。自分一人では生きていけないと感じた。

○できないことに気付いて、やりすぎるのではなく助けになりたいと

思った。できるだけ不便のないようその人に合った援助を考えて関わり

たいと思った。

など・・・たくさんの感想をいただきました。

高齢者疑似体験・福祉用具見学会

ケアプラザいわてのお知らせ

3月4日「自立支援型ケアマネジメント・地域ケア会議」を

テーマに、ケアタウン総合研究所の高室先生にお願いし、今回は

じめてオンラインで開催しました。
高室先生のテンポのよい話し方もあり、参加者のみなさんから

高い評価をいただいた一方、研修運営の方法にご意見も頂戴しま

した。

来年度の研修開催に向けて、みなさんの声を反映したいと思い

ますので、率直なご意見をいただければ幸いです。

お問い合わせ


